
［成果情報名］黒毛和種繁殖牛群のデータベース化による福島県版交配支援システムの開発

［要約］福島県内黒毛和種繁殖牛について、産肉及び種牛能力ともに優れた牛群に改良す

るため、交配にあたって必要となる情報を総合的に提供するとともに、交配対象種雄牛

との産子の期待される能力を事前にシミュレーションし、交配種雄牛を科学的根拠に基

づき総合的に判断することができる交配支援システムを開発した。
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［背景・ねらい］

産肉能力、種牛能力ともに優れた牛群への改良するには、育種価を用いることで効率的

に行うことができる。しかしながら、種雄牛造成に当たっては効果をあげているものの、

実際の現場で、育種価情報が交配時に利用されることは少ない。

また、県内では特定種雄牛などへの交配の偏りがみられるほか、交配にあたっては遺伝

病の保因情報など総合的に判断する必要がある。

そのため、交配対象種雄牛との産子についてシミュレーションを実施し、期待育種価を

表示するほか、交配に必要となる情報を総合的に提供し、交配種雄牛を判断できるシステ

ムを構築することで県内繁殖雌牛群の改良を図る。

［成果の内容・特徴］

１．最適交配システムは、大量のデータの保存、検索、閲覧形式を比較的簡易に自由設計

できる Microsoft Access を利用している。情報提供をする対象雌牛は、社団法人全国和

牛登録協会福島県支部が評価する産肉能力の推定育種価が判明しているもの（県内繁

殖雌牛の 50%程度）を対象としている。各データは、個人が特定できる情報を削除し、

その雌牛を対象として収集している（表１、図１）。

２．産肉能力の総合育種価については、銘柄「福島牛」づくり推進要綱の平成２７年度改

良目標の枝肉重量、ロース芯面積、脂肪交雑の数値より、Si-K により選抜指数式を作

成し、総合育種価をシステム内で表示している。

３．種牛能力については、（社）全国和牛登録協会が評価した子牛生産指数のデータを活

用し、初産月齢、平均分娩間隔、育種価評価値を ABCD 評価による優劣指標をシステ

ム内で表示している。

４．実際の交配時に参考となる情報として、交配種雄牛の特定可能な遺伝病保因情報を交

配シミュレーション実行時に表示している。また、黒毛和種枝肉情報データベースシ

ステムを活用し、後代の肥育情報や子牛セリ情報を検索、表示が可能である。

［成果の活用面・留意点］

１．本システムの活用により、産肉及び種牛性に優れたバランスのよい雌牛牛群へ改良を

推進することができる。繁殖農家においては、保留すべき産子等の取捨選択が科学的

な根拠をもって可能となる。

２．本システムは、データベースを県関係機関に配布し、定期的に更新して活用する。

３．本システムの利用には、Microsoft Access2000 及び 2003 のソフトの導入が必要である。

また、ＯＳ環境は、Windows7 では動作しないため、WindowsXP での操作が望ましい。

４．産肉能力の育種価が判明しない雌については、本システムは利用できない。



［具体的データ］

１．メインメニュー ２．step1 雌を選択。 ３．step2 雄を選択。

Step1 から順に進める。 登録番号で一発検索可能。 2 頭選択することが可能

４．step4 交配シミュレーションを実行。

対象雌牛の産肉情報や繁殖性情報、交配種雄牛との産肉能力の期待育種価。

種雄牛の遺伝病保因情報が得られる。

図１ 交配支援システム概要

（福島県）
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表１　最適交配システムを構成するデータ

主要データ名 データ作成期日 データ数 データ提供元

雌牛の産肉能力育種価 H22.7 11,846件

雌牛の血統情報 H22.7 11,846件

種雄牛の産肉能力育種価 H22.7 1,206件

繁殖性の育種価 H22.11 50,406件

子牛セリ出荷情報 H8～H21.9 141,607件 全農福島県本部、（社）畜産振興協会

肥育情報 H14～随時 11,602件 枝肉情報データベース等

(社)全国和牛登録協会福島県支部


